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観測部流星課報告
課長　小序孝二郎　（和歌山縣有田郡金屋）
1．七月の流星濁漏　　七月の流星観測者次の如し
　小棋孝二郎（Ko）和歌山縣有田縣金屋
　平林灌久（Hi）　〃　縣〃郡〃
　磯陰畳一（No）　〃　県系〃郡　〃
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　以上の観測中日の5日のものの中には，北下のものはなかった．9日，10
日の二夜には小狐座及矢座より放射するもの敷個あり，又琴座Y附近を輻
射鮎ミするもの5個を得た．ペル二三に属すべしε思はるNものは9日夜
に1個を認めただけである．28日曉の観測には水瓶座δ流星群に属するも
の4個を得tc．光度は2等乃至4等．白色，灰を撒布しつ・飛行する如き特
徴あり．輻射鮎の位置はα二3410，δ＝一13。である．
　又27日門門白白観測の流星閣員4等の大流白あり．出現時刻4h5m，白綾
時間0．8秒，速度R，色RW痕の縫績時間約30秒．確度最良．
　襲火船oc・＝42。，δ・＝十30。漕滅貼Ct＝51D，δ・・＝十54。牡羊座流星群のもの
か．28日曉に牡羊座41星附近より獲射するもの4個を認めてみる．
2・八月の流星襯測
　八月のペルセ流星群の観測拮果は次の通りである，（）印内の数はペル
セ流星群に属すべしミ思はるN流星数である．
　これ以外に10日曉改獲氏の観測4個（内一個のみペルセ群に属す），12日
早曉の坂元氏観測の大流星一個を加ふれば全観測撒は實に650個に及ぶ事
になる．
潮測部流星課報告 31
観測者
佐藤米茂
改獲香鳩
小下下二郎
一葉通義
轟井壽彦
吉田川一
｛駄一轟
桑田久一
正木健三
山根雄治
八代田貫一郎
田中出馬
合計
観測地
紙根縣濱田
紳戸西翠磨
岡山縣津山
大分縣臼杵
大分縣臼杵
山口民生府
兵庫縣瀞岡
大　阪　市
，愛媛縣松山
山口縣滞田下市
町川縣小豆島
鹿見島縣指宿
11日（A．M）
11（9）
16（13）
27（22）
12同（AM）
101（83）
18（13）
40（32）
15（15）
4（2）
36（25）
8（6）
60（36）
282（212）
13日（A．M）
19（13）
16（8）
20（16）
8（8）
38（24）
111（51）
7（3）
219（123）
14日（A．M）
6（6）
45（21）
25（7）
10（？）
23（？）
109（34十）
15　Fl　（A．M）
9（4）
　一時間に見得たる流星は甚だ多撒のもので，小門が12日午前2時より2時
30分まで｝；　一一一人目て数へたる撒は30個（中21個はペルセ流星群）であるが総
て5等以上のものであるから微小流星を入るれば100個以上は1時間に見得
る事Eならう．極大は12日に起りたるならむ．
槻弓より得たる輻射鮎は次の様である．署しい性質は輻射鮎に二つの中
心の有する事で確定的のものεは云はれないが結果を表示する．
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